
農作業事故防止の強化に向けた取組事例

農作業事故実態調査を実施し、啓発資料を配付

　県内の農作業事故の実態を調査し、その内容を公表することにより、農作業事故に対する農
業者の意識を向上し農作業事故の防止に役立てている。

取組の概要

　毎年、県内の全農業集落の代表者に調査票を送付し、各農業集落内での農作業事故につい
て報告してもらい、その結果を集計した後、その内容を踏まえた農作業事故防止のチラシを作
成し、関係機関、全農業集落等に配付すると同時に県のホームページに掲載
（http://www.pref.shiga.jp/g/nosan/anzen01.pdf）している。
　また、春に実施している農作業安全月間中に、作業事故に関する資料（別添）を報道関係者
に提供するとともに、県や農業機械関係団体等で構成する県農業機械化協会とも連携して、農
業機械販売店や農業者等に対して農作業安全に関する啓発を行っている。

取組みの背景・内容

　啓発促進の結果、平成１７年５月２８日付け京都新聞朝刊で県の農作業事故防止に向けた取
組みが紹介されるなど、農作業安全に対する関心が高まってきている。
　また、平成１１年には７０件を越えていた県内の農作業事故が５０件前後に減少した。中でも、
平成１１年に５９件あった人身事故が、最近の５年間では４０件前後に減少している。

取組みによる成果
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平成１７年の農作業事故調査結果

１ 調査目的
県下の農作業事故の実態を把握し、今後の農作業における事故防止対策の資料とする。

２ 調査期間
平成１７年１月１日から平成１７年１２月３１日までの１年間。

３ 調査対象および方法
県下の全集落を対象として、集落の代表者（農業組合長等１，７６２人）に、それぞれの集落での農

作業事故の発生状況について 「はがき」により報告をいただいた。、

４ 調査の結果
。回答のあった集落１,３１４集落（回収率74.6％）についての農作業事故の発生状況は以下のとおり

［まとめ］
・ 平成１７年の農作業事故発生件数は５７件であった。

内訳は、重傷事故２５件、軽傷事故１２件、死亡事故３件（トラクターで道路走行中の事故２件、
田植機で道路走行中の事故１件 、対物物損事故１５件、不明が２件であった。）

・ 作業別では、草刈り作業での事故が最も多く、機種別では、トラクター、草刈機、コンバインでの
事故が多い。

・ また 「その他」の作業の中では、機械を運転しての移動中の事故や、機械の点検・整備中の事故、
が多い。

・ 年齢別に見ると、６０歳代が２１件（全体の３６.８％）と最も多く、続いて７０歳代が１８件
３１.６％ ５０歳代が１１件 １９.３％ ４０歳代が３件 ５.２％ ８０歳以上と３０歳未（ ）、 （ ）、 （ ）、

満がそれぞれ２件（３.５％）となっており、６０歳以上の高齢者が約７２％を占めている。

１） 年次別事故発生状況 （単位：件）

区分 年次 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

事故発生件数 ３６ ５５ ３６ ４１ ４３ ５１ ７２ ５７ ４６ ４５ ４２ ５６ ５７

人身事故 ３６ ５５ ３４ ３５ ３９ ４６ ５９ ５４ ４１ ３６ ３８ ４８ ４２

人 軽傷 １２ ２３ ６ １５ １８ １９ ２４ ３１ １２ ８ １４ １３ １２
身
事 重傷 １８ ２９ ２７ １９ ２１ ２３ ２９ ２０ １８ ２０ １６ ２８ ２５
故
の 死亡 ６ ３ １ １ ０ ４ ６ ２ ８ ４ １ ４ ３
内
訳 不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ ４ ７ ３ ２

０ ０ ２ ６ ４ ５ １３ ３ ５ ９ ４ ８ １５対物・物損事故

２） 平成17年農作業別事故発生状況 （単位：件）

事故の程度 人 身 事 故 対 物 ・
合 計

作業名 軽傷 重傷 死亡 不明 合計 物損事故

刈取・脱穀作業 ３ ６ ０ ０ ９ １ １０

耕うん・代かき作業 １ ２ ０ ０ ３ ３ ６

草刈作業 ４ ６ ０ １ １１ １ １２

運搬作業 ０ ２ １ ０ ３ １ ４

乾燥作業 ０ １ ０ ０ １ ０ １

田植作業 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２

その他 ４ ８ ２ １ １５ ７ ２２

合 計 １２ ２５ ３ ２ ４２ １５ ５７



３） 機種別事故発生状況 （単位：件）

事故の程度 人 身 事 故 対 物 ・
合 計

機械の種類 軽傷 重傷 死亡 不明 合計 物損事故

トラクター ４ ４ ２ ０ １０ ８ １８

コンバイン ２ ５ ０ ０ ７ ３ １０

草刈機 ４ ６ ０ １ １１ １ １２

田植機 ０ ０ １ ０ １ ３ ４

テーラー ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大豆脱粒機 ０ １ ０ ０ １ ０ １

乾燥機 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

トラック ０ ３ ０ ０ ３ ０ ３

その他の機械 ２ ４ ０ １ ７ ０ ７

機械なし ０ ２ ０ ０ ２ ０ ２

合 計 １２ ２５ ３ ２ ４２ １５ ５７

４） 年齢別事故発生状況 （単位：件）

年齢階層 30歳 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80歳 不明 合計
未満 39歳 49歳 59歳 69歳 79歳 以上

男 男 男 男 男 男 男 男 男
作 業 名 女 女 女 女 女 女 女 女 女

２ ６ ２ 10
刈取・脱穀作業

２ ３ ５
耕うん・代かき作業

１ １

１ ５ ５ 11
草 刈 作 業

１ １

１ ３ ４
運 搬 作 業

１ １
乾 燥 作 業

１ １ ２
田 植 作 業

１ １ ３ ９ ５ ２ 21
そ の 他

１ １

２ ３ 11 19 17 ２ 54
合 計

２ １ ３

５） 月別事故発生状況 （単位：件）

区分 月次 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

事故発生件数 ０ ０ ０ ８ １０ ５ ３ ８ ８ ９ ４ ２

人身事故 ０ ０ ０ ６ ５ ３ ３ ７ ７ ６ ３ ２

人 軽傷 ０ ０ ０ ３ １ ２ １ ３ ０ ２ ０ ０
身
事 重傷 ０ ０ ０ ２ ２ １ ２ ３ ６ ４ ３ ２
故
の 死亡 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０
内
訳 不明 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ２ ５ ２ ０ １ １ ３ １ ０対物・物損事故


